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徳
山
ダ
ム
お
よ
び
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
本
年
六
月
十
五
日
に
木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
水
資
源
開
発
基
本
計
画
（
以
下

「
フ
ル
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。
）
と
は
、
木
曽
川
水
系
等
の
指
定
水
系
に
お
け
る
水
需
給
計
画
を
定
め
る
も
の
で
、
各
ダ
ム
計
画

に
対
し
て
利
水
面
で
の
上
位
計
画
に
当
た
る
。

閣
議
決
定
以
前
の
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
は
、
二
〇
〇
〇
年
を
目
標
年
次
と
し
て
お
り
、
木
曽
川
水
系
に
お
い
て
は
、
本

年
六
月
の
閣
議
決
定
ま
で
フ
ル
プ
ラ
ン
が
存
在
し
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
来
な
ら
ば
新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ

ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
、
木
曽
川
水
系
に
お
け
る
利
水
目
的
の
ダ
ム
建
設
は
中
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
木
曽
川
水
系
に
お
い
て
徳
山
ダ
ム
の
建
設
が
強
行
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
誠
に
遺
憾
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

つ
い
て
は
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
の
水
需
要
予
測
に
つ
い
て

�

水
需
要
予
測
を
策
定
す
る
際
、
過
去
の
水
需
要
実
績
を
重
視
す
る
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
過
去
十
年
間
の
木
曽
川
流
域
の

都
市
用
水
需
要
を
見
る
と
、
漸
減
若
し
く
は
横
這
い
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ

ラ
ン
を
見
る
と
、
都
市
用
水
需
要
が
増
加
傾
向
に
転
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
漸
減
若
し
く
は
横
這
い
傾
向
の
都
市

一



用
水
需
要
の
実
績
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
増
加
傾
向
に
転
じ
る
と
予
測
し
て
い
る
の
か
。

�

実
績
と
乖
離
し
た
予
測
値
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
予
測
を
策
定
す
る
際
、
一
人
当
た
り
家
庭
用
水
、
工
業
出
荷
額
、
工

業
用
水
の
補
給
水
原
単
位
、
水
道
用
水
の
負
荷
率
（
平
均
／
最
大
）
、
利
用
量
率
（
給
水
量
／
取
水
量
）
な
ど
に
、
実
績

と
異
な
る
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
過
去
十
年
間
の
木
曽
川
水
系
流
域
の
各
県
に
お
け
る
、
一
人
当

た
り
家
庭
用
水
、
工
業
出
荷
額
、
工
業
用
水
の
補
給
水
原
単
位
、
工
場
の
水
道
用
水
の
負
荷
率
（
平
均
／
最
大
）
、
利
用

量
率
（
給
水
量
／
取
水
量
）
に
つ
い
て
、
実
績
値
と
予
測
値
の
実
状
を
踏
ま
え
政
府
の
ご
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
の
水
需
要
予
測
が
実
績
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
以
前
の
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
と
比
較
す
れ
ば
、
需
要
予
測
が
下
方
修
正
さ
れ
て
お
り
、
著
し
い
過
大

予
測
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
改
善
が
な
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
と
、
以
前
の
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ

ラ
ン
の
水
需
要
予
測
並
び
に
水
資
源
開
発
公
団
に
よ
る
徳
山
ダ
ム
事
業
認
定
申
請
時
の
水
需
要
予
測
に
こ
の
よ
う
な
乖
離
が

生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
ご
認
識
を
伺
い
た
い
。

三

新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
の
水
需
給
に
つ
い
て

�

新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
の
水
需
給
計
画
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
に
お
い
て
水
道
及
び
工
業
用
水
道
を
合
わ

二



せ
て
、
徳
山
ダ
ム
の
開
発
水
量
（
六
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
を
除
い
て
も
、
流
域
全
体
で
約
三
十
八
立
方
メ
ー
ト

ル
／
秒
の
余
剰
が
生
じ
る
。
よ
っ
て
、
徳
山
ダ
ム
は
水
需
給
計
画
上
、
全
く
不
要
と
い
え
る
が
、
政
府
の
ご
見
解
を
伺
い

た
い
。

�

工
業
用
水
道
も
合
わ
せ
た
水
需
給
を
見
る
と
、
二
十
年
に
二
回
の
渇
水
年
に
お
い
て
、
徳
山
ダ
ム
の
開
発
水
量
（
約
四

立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
を
除
い
て
も
、
流
域
全
体
で
は
約
四
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
余
剰
が
生
じ
る
。
よ
っ
て
、
工
業
用

水
道
か
ら
水
道
へ
の
水
利
権
転
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各
県
間
に
お
い
て
余
剰
水
源
の
融
通
を
図
れ
ば
、
二
十
年
に
二

回
の
渇
水
年
に
お
い
て
も
、
徳
山
ダ
ム
は
不
要
で
あ
る
が
、
政
府
の
ご
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
各
県
間
に
お
い
て
余
剰
水
源
の
融
通
を
図
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
、

岐
阜
県
は
、
徳
山
ダ
ム
を
建
設
し
て
も
二
十
年
に
二
回
の
渇
水
年
に
お
い
て
水
道
の
水
需
給
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
よ
っ

て
、
徳
山
ダ
ム
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
岐
阜
県
は
他
県
か
ら
余
剰
水
源
を
融
通
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
政
府
の
ご
見
解
を
伺
い
た
い
。

四

河
川
法
か
ら
の
逸
脱
行
為
及
び
揖
斐
川
の
治
水
計
画
に
つ
い
て

�

河
川
法
に
よ
る
と
、
河
川
整
備
基
本
方
針
及
び
河
川
整
備
計
画
に
よ
っ
て
、
治
水
面
に
お
け
る
ダ
ム
の
必
要
性
と
規
模

三



を
定
め
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
木
曽
川
水
系
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

新
し
い
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
策
定
に
合
わ
せ
て
、
揖
斐
川
の
治
水
計
画
を
実
質
上
策
定
し
、
治
水
面
で
の
徳
山
ダ
ム

の
必
要
性
と
規
模
を
定
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
河
川
法
の
定
め
る
手
続
き
を
逸
脱
す
る
行
為
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
ご
認
識
を
伺
い
た
い
。

�

最
近
の
最
も
大
き
な
洪
水
で
あ
っ
た
二
〇
〇
二
年
七
月
洪
水
に
お
い
て
、
徳
山
ダ
ム
及
び
横
山
ダ
ム
の
上
流
域
の
雨
量

を
根
尾
川
流
域
と
比
べ
る
と
、
前
者
の
雨
量
は
半
分
程
度
で
あ
り
、
揖
斐
川
・
万
石
地
点
の
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
は
、
根
尾

川
流
域
か
ら
の
流
入
が
大
半
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
二
年
七
月
洪
水
の
際
に
徳
山
ダ
ム
が
運
用
さ
れ
て

い
て
も
、
そ
の
効
果
は
小
さ
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
国
土
交
通
省
の
方
式
で
百
年
に
一
回
の

雨
量
を
二
〇
〇
二
年
七
月
洪
水
に
当
て
は
め
て
引
き
伸
ば
し
を
行
え
ば
、
揖
斐
川
・
万
石
地
点
の
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
は
、

計
画
高
水
流
量
三
九
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
を
大
き
く
上
回
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
百
年
に
一
回
の
雨
量
を
二
〇

〇
二
年
七
月
洪
水
に
当
て
は
め
て
、
洪
水
流
量
の
引
き
伸
ば
し
計
算
を
行
っ
た
結
果
（
揖
斐
川
・
万
石
地
点
お
よ
び
そ
の

他
の
基
準
点
・
流
量
観
測
点
の
毎
時
流
量
）
を
踏
ま
え
、
前
記
指
摘
に
対
す
る
政
府
の
所
見
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

前
項
の
結
果
、
揖
斐
川
・
万
石
地
点
の
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
が
計
画
高
水
流
量
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
今
回

四



の
徳
山
ダ
ム
事
業
実
施
計
画
が
依
拠
し
た
揖
斐
川
治
水
計
画
は
破
綻
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
揖
斐
川
治
水
計
画

を
白
紙
に
戻
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
ご
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

従
前
の
揖
斐
川
治
水
計
画
に
は
、
次
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
百
年
に
一
回
の
洪
水
流
量
（
基
本
高

水
流
量
）
（
万
石
地
点
六
三
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
）
が
、
実
績
流
量
か
ら
見
て
過
大
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
上
流

域
の
人
工
林
の
間
伐
を
全
面
的
に
進
め
、
山
の
保
水
力
を
高
め
れ
ば
、
洪
水
流
量
を
よ
り
小
さ
な
値
に
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
こ
と
。
第
三
に
、
河
道
整
備
後
の
揖
斐
川
の
洪
水
流
下
能
力
が
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
よ
っ
て
、
計
画
ど

お
り
に
河
道
整
備
及
び
河
川
改
修
を
進
め
、
同
時
に
人
工
林
の
間
伐
を
全
面
的
に
推
進
す
れ
ば
、
徳
山
ダ
ム
な
し
で
百
年

に
一
回
の
洪
水
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
政
府
の
ご
見
解
を
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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